
蹉 跎 西 小 学 校 体 力 向 上 推 進 プ ラ ン

家庭での取組（平成２７年度文科省学力状況調査から）
　
　　テレビ・ビデオ等の視聴時間の改善
　　朝食摂取や睡眠時間など生活習慣改善に向けた意識の向上

【児童の実態】 

体 格（第５学年児童の年度比較） 
 
男子            身長（ｃｍ）  体重（ｋｇ）  
   平成２７年度    １３８．２   ３４．１      
   平成２８年度    １３７．９   ３２．４    
女子 
   平成２７年度   １４１．２    ３２．４ 
   平成２８年度         １３８．７    ３２．６ 
新体力テストから 
立ち幅跳び、ソフトボール投げの能力については相対
的に高いが、反復横跳び、シャトルラン、長座体前屈
の能力については相対的に低い。握力、５０ｍ走、上
体起こしの能力については平均的な結果であった。
体育の授業を中心に、筋力・持久力の向上やストレッ
チなどの体つくり運動に取り組むとともに、休み時間
に運動場遊びを奨励し、自然に体を動かすことにより
体力向上を図る。 

目指す 

児童像 

本年度の 

重点目標 

「確かな 

学力」 
児童の実態 

・深く考える子ども 

・心豊かな子ども 

・実践力のある子ども 

・たくましい子ども 

・確かな学力の育成 

・豊かな心と健全なる体の育成 

・生活、学習習慣を中心とした 

 小中連携の推進 

・運動場遊びが大好き 

・よりよい体力づくりに向 

 けた取り組み 

・関心、意欲、態度の向上 

・基礎的、基本的な知識技能 

 の定着 

・思考力、判断力、表現力等 

 の問題解決能力の育成 

学校だより、保健だよりによる啓発 

体
力
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に
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【取り組み】 

 

体育重点目標 

体育指導・体育教具の充実を図るとともに体育的環

境を整備し、児童の体力の維持向上に努める。 
 

○体育の授業で粘り強い児童の育成を図るため持久

走に取組む。 

  （運動場体育では必ずトラック周囲を走る） 

○体力向上の集大成として２学期からマラソン週間を

実施し最終日にPTAの協力を得てマラソン大会を行う。 

○本校独自の陸上競技部（第５～６学年の有志） 

  １学期後半から２学期活動 

   ・水、木曜日の練習 

   ・本市および本市教育委員会主催の行事に参加 

    （陸上競技大会、駅伝競走大会等） 
 

休憩時間（外遊びの推進） 

 ・運動場を２分割し、高学年と低学年が快適に遊ぶ 

  ことができるように工夫 

 ・教員も運動場に出て児童とともに運動を心がける 
 

学校保健 
 「心身ともに健康で安全な生活を送るための知識と習慣を

身につける」・・・学年に応じた保健指導、安全指導   

  

食育指導 
 「栄養や食事の取り方を知り、健康な体や心をつくる」 

 

その他 

 地域のスポーツ少年団等の活動 

  ・空手        ・野球     ・卓球 

  ・少林寺拳法    ・サッカー   ・剣道    

  ・チアリーディング     ・ソフトバレーボール 

  ・バドミントン    ・バレーボール 

 
 
 
 

 

 
 
 

【運動環境整備】 

 

遊びの環境を整える 

   一輪車 

   竹馬                

   ドッジボール類        の、利用奨励 

   縄跳び、長縄跳び 
 

食の環境を整える 

  栄養士による給食についての啓発と関心喚起 

   栄養士による食育指導 

 

保健環境を整える 

   健康的な生活習慣の形成 

    （食事、運動、休養、睡眠） 

   病気予防についての知識 

   保健委員会活動の充実 
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